
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党市議会だより2016年7月10日号（No1004） 

■避難所に学習スペースがない！ 
 
また、避難所での学習環境の問題

も深刻です。23 カ所ある拠点避難

所のうち、学習室を備えているのは

わずか 2施設のみです。 

避難所では、受験勉強をしたくて

も消灯時間の制限やほかの避難者

への遠慮から思うように勉強でき

ない、との切実な声もあがっていま

す。 
 

■校区内に生活の場を 
 
やまべ委員は、こうした矛盾を解

決するためには、校区内の住居の確

保を教育委員会が先頭に関係部局

と連携して実現すること、それがか

なわない場合には、6月議会でも質

問した、校区内のコミセンを避難所

として利活用することを、市に対し

て求めました。 

 

 

 

○校区外の避難所から学校へ通う児童生徒（通学距離が最もっとも遠い例）

避難所 通学先 通学手段 距離

中央区・青年会館 二岡中学校 保護者送迎 7.7km

東区・託麻公民館 西原中学校 徒歩 4.5km

 

熊本地震から２カ月半が経ち

ました。りさい証明の発行が進

められていますが、被害認定結

果に納得いかず、２次審査を求

める被災者も少なくありませ

ん。また、現行の支援制度では、

生活再建に向けた取り組みが進

まず、住宅再建や家屋修繕費用

に悩んでいる被災者が多くい

らっしゃいます。 

生活再建支援金の引き上げ

や一部損壊への家屋にも修繕

補助を創設するなど、被災者

に寄り添った対応が求められ

ます。 

遠距離通学の解消と避難所の学習環境の整備を！ 

家屋が全壊・大規模半壊（半壊

でも家屋を解体せざるを得ない

方）などに支給される「生活再建

支援金」。現在の制度では、全壊・

建替えの場合３００万円の支給

となっています。この水準では、

住まい再建もままならず被災者

から拡充が求められています。国

やまべひろし委員は、避難所か

ら通学する児童生徒の実態につい

てたずねました。 
 

■拠点避難所への集約で校区外へ 
 
 現在、避難所から通学する児童

生徒は 106 人。中でも遠い校区外

の避難所からの通学は 26 人いま

す。決して少ない数ではありませ

ん。 

通学手段別でその距離を見る

と、保護者送迎で7.7km。徒歩通学

では、なんと 4.5km もあります。

毎日片道一時間も歩いて通ってい

ることになります。市の拠点避難

所への集約により校区外へ出ざる

を得なくなった実態です。 

避難所集約から既に 2 か月。市

の都合で、こうした負担を強いら

れている状況を、これ以上放置し

ておくわけには行けません。 

会では野党が共同で、支援額の増

額を求める法案を提出しました

が、安倍自公政権は、増額に背を

向けています。 

支援金の増額とともに、半壊・

一部損壊にも支援を広げるべき

です。 

熊本地震で、住宅や事業所のほ

か、道路などインフラや公共施設、

指定文化財など、甚大な被害が発

生しました。復興に向けて、莫大

な費用が必要となります。 

東日本大震災では、復興費用を全

額国の負担で確保する特別措置

法が制定されました。しかし、

先の国会では政府から特措法の

提案もありませんでした。  

特措法の制定で、自治体を支

援することが求められます。 

遠い例） 

熊本地震からの復旧・復興に関する調査特別委員会 

○避難所から学校へ通う児童生徒の実態について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たが、「ライフライン等の公共施

設等に被害のおそれがあるこ

と」の条件がついており、民有

地においては実効性の乏しいも

のでした。そうした中、土砂災

害は起こりました。 
 

■国の支援待ちではなく、市独

自の支援対策を 
 
 宅地被害対策について市は、

多額の財源が必要として、国へ

要望していくとしています。 

やまべ市議は、東日本大震災

時の仙台市では、市が先に独自

支援を打ちだしたことで、国が

財政支援をしたことをあげ、国

にアピールし、被災住民を勇気

づける意味でも、市独自の支援

策を打ちだすべきだと、要望し

ました。   （裏面につづきます） 

 

【
控
室
か
ら
】 

「
消
え
た
年
金
」
な
ら
ぬ
「
消
さ
れ
た
年
金
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
す
ま
ど
か 

 

私
た
ち
が
納
め
て
い
る
年
金
の
積
立
金
が
、
株
へ
の
投
資

損
で
５
兆
円
の
損
失
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
老
後
の
生
活
を
支
え
る
年
金
を
、
株
運
用
の
ギ
ャ

ン
ブ
ル
に
つ
ぎ
込
ん
だ
責
任
は
安
倍
政
権
に
あ
り
ま
す
。 

 

本
来
な
ら
ば
、
年
金
の
積
立
金
を
ギ
ャ
ン
ブ
ル
性
の
高
い

株
に
よ
っ
て
運
用
す
る
こ
と
は
禁
じ
手
で
あ
り
、
異
常
な
状

態
で
す
。
し
か
し
、
安
倍
政
権
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
柱
に

年
金
の
運
用
変
更
を
位
置
づ
け
、
株
に
運
用
で
き
る
年
金
割

合
を
倍
増
さ
せ
ま
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
指
標
で
あ

る
株
価
が
下
落
し
そ
う
に
な
れ
ば
、
年
金
積
立
金
で
株
を
買

い
支
え
、
株
価
を
維
持
す
る
―
―
ま
さ
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

面
子
を
保
つ
た
め
に
、
私
た
ち
の
年
金
が
利
用
さ
れ
た
結
果

の
損
失
で
あ
り
、
「
消
え
た
年
金
」
な
ら
ぬ
、
安
倍
首
相
に
よ

っ
て
「
消
さ
れ
た
年
金
」
で
す
。 

 

株
価
の
た
め
な
ら
老
後
の
生
活
ま
で
差
し
出
す
よ
う
な
経

済
政
策
に
私
た
ち
の
将
来
を
任
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
か
ら
の
転
換
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

「日本共産党市議会だより 1000号おめでとうメッセージ 

宅地被害への公的支援は切実 

熊本地震からの復旧・復興に関する調査特別委員会 

 6月 20日深夜、北区津浦町の急傾

斜地で住宅を直撃する土砂災害が発

生し、2名の方がなくなりました。 

この場所は県の急傾斜地崩壊危険

個所に指定されていましたが、地震

直後の調査で二次災害の危険性が低

いとの判定で補修などの手当てがな

されていませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 
 

■実効性に乏しい国の措置 
 
 この土砂災害に先立ち、国は、こ

うした急傾斜地宅地の災害対策につ

いて補助をする特例措置を出しまし

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
た
に
上
野
議
員
が
加
わ
っ
て
、
３
人
の
議
員
団
と
な

り
、
市
議
会
だ
よ
り
も
こ
こ
か
ら
両
面
構
成
と
な
り
、
結
構

満
足
の
い
く
情
報
量
に
な
り
ま
し
た
。
な
れ
あ
い
市
政
を
正

す
三
人
の
市
議
団
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
い
も
の
で
し
た
。
公

園
や
土
地
こ
ろ
が
し
、
汚
泥
運
搬
を
め
ぐ
る
疑
惑
な
ど
が
明

ら
か
に
な
り
、
条
例
制
定
後
初
め
て
政
治
倫
理
審
査
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
私
は
「
清
い
力
が
政
治
を
変
え
る
」
と
い
う

の
を
強
く
実
感
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

Ｍ
さ
ん
の
毎
週
の
印
刷
、
そ
し
て
Ｏ
さ
ん
の
協
力
で
「
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
開
設
し
、
全
国
に
発
信
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。「
市
議
会
だ
よ
り
」
の
中
に
は
、
市
政
の
断
面

が
リ
ア
ル
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
０
０
０
号
と
い
う
時
間

を
重
ね
る
と
、
断
面
が
長
い
歴
史
に
な
り
「
住
民
が
主
人
公
」

と
い
う
、
新
た
な
も
の
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

議
席
数
と
は
今
は
比
例
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
確
実
に
道
を
踏

ん
で
い
る
こ
と
を
こ
の
市
議
会
だ
よ
り
が
証
明
し
て
い
ま

す
。
市
議
団
も
若
く
な
り
、
新
し
い
市
議
会
だ
よ
り
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

宮
城
泰
子
（
元
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務
局
員
） 

ＮＯ．１００４ 
2016年7月10日号 
電話 ３２８－２６５６ 

FAX ３５９－５０４７ 

 
熊本市中央区手取本町１－１議会棟   
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６月30日、「第3回 熊本地震か

らの復旧・復興に関する特別調査委

員会」が開かれました。 

日本共産党熊本市議団からは、やま 

べひろし委員が質疑をおこない、 

「宅地被害について」、また「避難

所から通学する児童・生徒の実態」

について尋ねました。 

●
津
浦
町
の
災
害
現
場
。
近
隣

住
民
に
は
避
難
の
指
示
が
。
一

方
で
地
盤
改
修
の
メ
ド
は
た

っ
て
い
ま
せ
ん
。 


